
 

  

久しぶりの親睦家族会を楽しみました 
 

                                             新進気鋭のテノール歌手：工藤和真様の美しい                                                                                    

                                             心震える歌声でした。 

 

 

 

 

                                                               吉沢会員のクリスマ
ス柄の素敵な装いで

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

    氷彫刻（アイスカービング）の世界では有名な 

    ニューオータニ所属の平田浩一氏の妙技を拝見。 

    白鳥と、クリスマス会の為に特別にバラとポインセ 

チアをあっという間に制作してくださいました。 

     

 

 

 

  本日の例会プログラム 

第 19回例会 2022.1.17（＃2330） 

例会ホスト・紹介係   吉田君 

受付係  齊藤君 

 司会者 保科君  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ   守屋君 

卓話 「寿ぎ・新年例会始め」 
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SERVE   TO  CHANGE   LIVES 
    奉仕しよう 

みんなの人生を豊かにするために 

 

東京麹町ロータリークラブ    

 前回の報告  

第 18回例会 2021.12.20（＃2329） 

 

     クリスマス家族会 
    

 ～テノールの歌声と、アイスカービング（氷彫刻）～ 

 

 

 
 

 

 
 

   2021〜22 年度年度 

国際ﾛｰﾀﾘｰ会長  Shekhar  Mehta 

 

 



 
 

  
 

 

 

 

RI会長からの新年のメッセージ 
 

 

 

ロータリー創設時の基本理念の一つは、「世界でよいこと」をするために、医師でも弁護士でも 

エンジニアでもほかの何の職業でも、自分の職業を生かすということでした。パンデミックに打

ち勝ち復興を図る今、この基本理念は失業した人びとに再就職の訓練を実施する上で非常に重要

です。そのため、Tamar Hong Kong ロータリー衛星クラブが変わりつつある仕事の世界に青少年を

備えるためのセミナーを企画しました。 

こういった研修は大規模に行われるべきです。国連によると、世界の失業者数は 2022 年には 2

億人を超える見込みだといいます。女性と青少年の間で特に失業率が高まることと思われます。 

だからこそ、今年度は女児のエンパワメントのプロジェクトをこれほど推奨しているのであり、そう

いったプロジェクトが実施されているのを嬉しく思っています。また、水と衛生のインフラが不整備なために教育機会と就

業機会が損なわれるということもあります。   

インド西部の都市プネーでは、女性と少女に安価で再利用可能な生理用ナプキンを提供するプロジェクトが行われて

います。このプロジェクトでは生理用ナプキンの製造と販売で職を創出し、インドで処分されている年間 123 億個の生理

用ナプキンによる環境破壊を軽減します。その多くが埋立地に投棄されているのです。 

ほかには、職業訓練サービスにより女性のエンパワメントを推進しているプロジェクトもあります。Poona ロータリーク

ラブ（インド）は若い女性が虐待や人身売買の被害から身を守れるように護身術を教えるワークショップを開催していま

す。 

私はロータリーを通じて職業を生かしてよいことをする機会に恵まれてきました。2004 年のスマトラ島沖地震では、私

の地区にあるアンダマン・ニコバル諸島に壊滅的な被害が出ました。何千軒もの住宅が全壊し、多くの地域で電気と水

の供給が止まりました。小アンダマン島の状況を見に訪問した際には、建築に携わる職業人として、家を失った住民た

ちのために住宅を建てたくて居ても立っても居られませんでした。それで、小アンダマン島に 500 軒の住宅を建てること

を決定しました。 

この島は都合 7 回訪れたのですが、最後の回で、ヘリコプターが上陸寸前というときに下方で何かきらめくのが見え

ました。新築の家々の屋根だったのです。この光景に私は心から感動し、あることにすぐ気がつきました。それはこういう

ことです。職業柄、私はこれまで多くの見事な建物を手がけてきました。それに比べると、小アンダマン島の 500 軒の住

宅は私が手がけた中でもごく普通の家で、おそらく二度と訪れることはない島の二度と会うことはない人びとのために建

てたものです。それでも住民の方々に完成した住宅を引きわたすときの充足感は、これまで建てたどんな建物よりも大

きかったのです。おそらく、このとき初めて私は自分の仕事を生かしてみんなの人生を豊かにするために奉仕したからな

のでしょう。 

皆さんも、みんなの人生を豊かにするための奉仕で職業上のスキルを活用する機会がこれまであったことと思います。

ロータリーを通じて職業人として奉仕した経験についてぜひお聞かせください。最後に、全会員がひとり 1名新しい会員

をロータリーに紹介するイニシアチブの「Each One, Bring One」（みんなが一人を入会させよう）に協力してくれたすべて

のクラブに感謝します。会員数を増やすことは、あらゆる類の職に就いている人びとに、知識とスキルを生かして人生を

変える奉仕を行う機会を与えることにつながります。 

                                        Shekhar Mehta 

 

クラブだより  No.19  

 本日 1月 17日 16：00～ 

 ロータリーの勉強会を Zoomにて開催いたします。 

 12月 13日に配布いたしました 「Rotary 友と歩む、 

地域と歩む」の小冊子をお手元に置かれて、受講 

下さい。 
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